
特定非営利活動法人

Ⅰ  事業期間
令和2年4月1日～令和3年3月31日

Ⅱ　事業の成果

Ⅲ　事業の実施状況
１　特定非営利活動に係る事業

（１）胎児（胎教）・乳幼児から成人・高齢者の健康促進コンサート

（内　容）　 ：

（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 乳幼児から成人・高齢者
（収　入） ： ¥0
（支　出） ： ¥0

（２）高齢者の懐かしい音楽の集い

（内　容）　 ：

（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 施設を利用している高齢者等
（収　入） ： ¥158,400
（支　出） ： ¥45,420

（３）　心身に障害のある子ども達、成人への音楽促進活動

（内　容）　
：

（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 施設を利用している心身に障がいのある子ども達や成人
（収　入） ： ¥265,540
（支　出） ： ¥119,900

１　事業報告書（2020年度）

吹田市音楽療法推進会　おんがく・さ～くる・コスモス

児童デイ「コスモス・キッズ」に通う子ども・家族を対象とした「音フェス」、様々な
世代を対象とした中高年のピアノ発表会（楽器の発表会）、障がいのあるなしに
関係なく親子が集うクリスマス会などを提供していたが、今年度はコロナ感染症
拡大により全て中止。

吹田市内を中心に特別養護老人ホーム等4つの施設に出向き、軽い運動を取り
入れた歌唱等、療法的音楽活動を定期的に行っている。
4施設で延べ18回実施し、延べ277人・回の参加。（参加者は対前年比97%減）

心身に障がいのある子ども達や成人が利用する6つの施設に出向き、歌唱や楽
器を使った音楽遊び等の療法的音楽活動を定期的に行っている。
6施設で延べ39回実施し、延べ約470人・回の参加。（参加者は対前年比53%減）

昨年度末に発生した新型コロナウイルス感染症に対して、緊急事態宣言が4月7日～5月21日、翌年1月

13日～2月28日に発令されるなど、感染症の波による影響で十分に活動出来なかった。

そのような状況に対して、箕面のローカルFMでの「お口の教室」放送や歌おう会のDVD作成、YouTube配

信など”ポストコロナ”に向けた取り組みを開始した。

特記事項としては、

全体として、延べ参加者は前年度比で８３％減少。

(１) 「健康促進コンサート」 :  新型コロナウィルス感染症によりすべて開催できていない。

(２)  「高齢者の懐かしい音楽の集い」 :  大幅に活動が縮小となり、参加者は前年度比97％減。

(４) 「音楽教室の開催」 :  「歌おう会」を開催出来なくなり、DVDを作成し頒布する取り組みを開始。

また口腔ケアに繋がる取り組みにおいてもローカルFM局のプログラムとしての活動を開始し、

ポストコロナに向けた活動を少しではあるがスタートさせた。



（４）音楽教室の開催
4-1　懐かしい歌　歌おう会

（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 概ね50歳以上の成人男女
（収　入） ： ¥531,550
（支　出） ： ¥468,363

4-2　中高年のピアノサークル

（内　容）　 ：

（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 概ね50歳以上になってからピアノを始める成人男女
（収　入） ： ¥341,024
（支　出） ： ¥251,370

4-3　音楽で遊ぼうリトミック

（内　容）　 ：

（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 1歳半～就園までの子どもとその保護者
（収　入） ： ¥117,900
（支　出） ： ¥300,631

4-4　岡辻学園　わくわくランド（リトミック）

（内　容）　 ：

（実施場所） ： 岡辻学園山手幼稚園
（実施日） ： 第2、4金曜日
（事業の対象者） ： 概ね1～2歳の子どもとその保護者
（収　入） ： ¥992,600 （但し、4-4～4-6の合計）
（支　出） ： ¥92,960 （但し、4-4～4-6の合計）

4-5　口腔ケアに繋がる健康体操教室

（内　容）　 ：

（実施場所） ：

（実施頻度・日時）： 4回/月　6か月　放送
（事業の対象者） ： 一般市民

4-6　向陽台高校の学外学習
（内　容）　 ：

（実施場所） ： 向陽台高校
（実施頻度・日時）： 3回/年　（1/30、　2/26、　3/30）
（事業の対象者） ： 向陽台高校　生徒及び教職員

みのおFMタッキー

（内　容）　 ：

口のまわりや舌の機能低下予防を目的として、歯科衛生士による口腔ケアに関
する話しと音楽療法士による歌唱指導を行う。
今年度は新型コロナウィルス感染症の影響により集合形式では実施出来ず、
ローカルFM局とのコラボレーションでFM放送番組を作成し、6か月間　4回/月放
送。

楽しく身体を使って子どもの知性・感情・意欲を育てる音楽あそびの場を提供。
13回実施し、延べ約400人・回の参加。（参加者は対前年比18%減）

声を出すことが心肺機能の働きを促進し、嚥下機能の低下を予防し、誤嚥性肺
炎予防にも効果的であることから、平成15年10月から介護予防を目的に音楽療
法を取り入れ、懐かしい歌を大勢で自由に歌う場を提供している。
3か所で計36回開催し、延べまた、口腔ケアにも繋がり健康維持向上に役立つものであり、鈴や鳴子等の楽
器を持ってリズムに合わせて軽い運動や脳トレも同時に行っている。
４か所で16回開催し、延べ約620人・回の参加。（参加者は対前年比で62%減）

全く楽譜が読めない方、ピアノに触れるのが初めてという方が気軽にピアノを習
うことが出来るように、それぞれの方のペースに合わせた個人レッスンを行い、ま
たピアノをただ習うだけではなく他のメンバーとのコミュニケーションの場となるよ
う、お茶を飲みながら話しが出来るサロンのような雰囲気を持たせている。
11回実施し、延べ約150人・回の参加。（参観者は対前年比59%減）

音楽療法的な視点から「注意力」「集中力」「思考力」「創造力」の発達を促す音楽
あそびを行い、子ども達の「感じる心」を育てる。
7回実施し、延べ約80人・回の参加（参加者は対前年比43%減）

キャリア教育の一環として音楽療法とリトミックについての講習を行う。
3回実施し、延べ約30人が参加



（５）コンサート・イベントの開催

（内　容）　 ：

（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 幼児から成人・高齢男女　
（収　入） ： ¥242,000
（支　出） ： ¥163,945

（６）音楽療法に関する研修
（内　容）　 ：
（実施場所） ：
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： 同上
（収　入） ： ¥0
（支　出） ： ¥500

（７）児童福祉法に基づく障がい児通所支援事業

（内　容）　 ：

（実施場所） ： コスモス音楽センター
（実施頻度・日時）： 月・水・金・土  　10:00～17:00
（事業の対象者） ： 障がい児とその保護者
（収　入） ： ¥14,007,094
（支　出） ： ¥14,399,588

（８）その他目的達成のための事業
（内　容）　 ： 当NPOの運営や維持全般に関わる会議・事務等
（実施場所） ： 別紙参照
（実施頻度・日時）： 同上
（事業の対象者） ： NPO会員及び一般
（収　入） ： ¥6,230,804
（支　出） ： ¥5,592,651

Ⅳ　社員総会の開催状況

第18回通常総会
（日　時）　　 ： 2020年6月28日　１０時３０分から１１時００分
（場　所）　　 ： コスモス音楽センター
（社員総数）　 ： 78名

（出席者数）　 ：

2019年度活動報告
2019年度会計報告
2020年度活動計画（案）
2020年度予算（案）

Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況
理事会

（概要） 3回/年

（開催日） 6/28、11/2、4/9
以上

（内　容）　　 ：

大阪府指定事業所【事業所番号2751620291】児童発達支援/放課後等デイサー
ビス音楽療法センター「コスモス・キッズ」として、平成28年3月に開所。月・水・
金・土　午前10時～午後5時まで。1日定員10名で事業実施してる。

新型コロナウィルス感染症拡大により今年度は実施していない。
別紙参照

出席者数61名（うち書面表決賛成者41名、表決委任者15名）

外部団体等からの依頼を受けて療法的音楽活動、音楽遊び、リトミック、音遊び
等を開催。21回実施し、延べ約300人・回の参加（参加者は対前年比68%減）


